
稲毛海浜公園自然観察会 

虫と友達になろう 

藤田 隆（松戸市） 

日 時：2025 年 9 月 13 日（土）10：00～12：00 

場 所：稲毛海浜公園 

参加者：24 名 担当指導員：藤田、相吉、西野、藤井 

 

当日、曇りと晴れが互い違いにやってきましたが、気温は 32 度を超え、熱中症に注意し

ながら観察会を行いました。集合時間の 10 時の 30 分前には捕虫網を持った子ども連れが

集まり、開始時刻には、大人 13 人子ども 11 人の計 24 人が集まりました。受付時に資料と

して配付したコース図、海浜公園で見られるチョウ、トンボ、甲虫を掲載した資料 3 枚を

用意しました。お渡しする際に、この公園ではこんな昆虫が見られますと説明すると、あ

る親子は「おおーっ！」と声が出るほど驚きながら、昆虫の写真一つ一つを目で追ってい

ました。 

 駐車場からスタートし、稲毛記念館の裏手で、ジョロウグモの網を観察、網に向かって

スプレーを吹き付けると水滴が網の一本一本に絡みつき、姿が顕わになりました。3 層に

なった網が見事に浮かび上がりました。 

続いてハラビロカマキリを見てもらいました。30分ほど前に見つけておいた個体でした。

捕まえて観察してもらいました。じっと動かずにいてくれたので、とても助かりました。

少し進むとマテバシイのドングリが落ちていたので、1年目のドングリ、2年目のドングリ

について少し解説しました。 

 やがてバーベキュー広場では、ブルーシートに向かって周りから追い込み猟を試みまし

た。草刈りが行き届き、短く刈り込まれた草はらには、あまり虫たちも集まっていません

でしたが、2 回繰り返して追い込み猟を行った結果、ショウリョウバッタ 2 匹、イボバッ

タ 2匹が見事にチャック付き A6 袋に収まりました。 

 シートの上で、昆虫クイズ「何だろう？」をしま

した。絵本を使って正面から見た昆虫の姿をクイズ

形式で答えてもらいました。虫好きの幼児も答えが

出てきました。きっと映像が記憶に残っているのだ

ろうと思いました。改めてスマホやテレビからの映

像の影響が大きいと思いました。 

続いて紙芝居「しぜんのひみつ」を取り出して、

読みました。草食動物、肉食動物、両生類、猛禽類が出てきました。最初あまり興味を示

さなかったのですが、話が進むにつれて、膝をついて集まってくる様子が見えて、内心「き

た、きた」と思いました。生きものがでてくる紙芝居は「どれほど興味が湧くのだろう」

と心配でしたが、最後まで途切れることなく紙芝居が読み通せました。 

 この生きものの食物連鎖の仕組みは虫好き子どもたちによって昆虫、猛禽類のカードが

生態系ピラミッドに見事に貼り付きました。 

 最後に昆虫の写真に反応したお父さんから観察会の様子を聞いてみると、「大人になって

から虫取りは初めてで･･･」と満足そうな笑顔に出会えました。 

 

生きもの連鎖の紙芝居 


